
2025年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL04825B25）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ブータン G161 体育 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2026/1 ・2026/3 ・

2027/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育・スキル開発省

2）配属機関名（日本語）

カリン小中学校

3）任地（ タシガン県カリン ） JICA事務所の所在地（ ティンプー市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 19.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は首都からバスで2日かかるブータン最東端に位置するタシガン県の県都から車で約2時間かかるカリン村にあり、
学校周辺には食料・最低限の日用品が揃う店やレストランがある。当校は、1962年に設立され、年長から中学2年生相
当まで、全校生徒数283人で全14クラス、一クラスの人数は平均20人程度、教師数26人、授業時間は7:50から15:30まで。
養護学校が併設されており、これまで体育、障害児・者支援等の青年海外協力隊員が派遣されていた。知的・情緒的・
身体的・社会的・精神的に生徒たちの発育を促進するBB(ブータンバカロレア)教育のタシガン県唯一のモデル校として
期待されている学校である。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ブータンの学校では、体育授業が週に1回、全ての学年で実施されているが、体育を専門に学んだ教員がほとんどいない。
当校では、教員免許を持たないSSI(スクールスポーツインストラクター)と学級担任が体育の授業を実施し、主に球技を
している。学校は過去の隊員の活動を高く評価し、BB教育では体育や情操教育を推進していることもあり、生徒が健や
かに成長し健康に過ごすための保健の知識や適切な運動を教えてほしいと隊員が要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

隊員は、学校長と話合いを行い、以下の活動を行う。
1.体育の授業を行う(週に14コマ)。
2.放課後のクラブ活動(週2回、各50分)でスポーツクラブを立ち上げ、隊員が得意なスポーツ(サッカー、バスケットボー
ル、バレーボールなど)を指導する。
3.同僚教員に保健体育の授業方法・内容について知識を共有する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

多目的ホール、サッカーグラウンド、バスケットボール(屋外、コンクリート)、バレーボールコート(屋外、土)、サッカー
ボール、バスケットボール、バレーボール

4）配属先同僚及び活動対象者

【配属先同僚】
・校長:男性 50代
・SSI :男性 30代、経験13年

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【活動対象者】
年長～中学校2年相当の生徒、283名

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（中学校又は高等学校教諭（保健体育））
　　　　（小学校教諭）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：同僚の学歴水準に合わせるため

[経験]：（教員経験）2年以上　備考：即戦力が求められ
るため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（7～27℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
・教員免許は中学校又は高等学校教諭(保健体育)または小学校教諭のいずれかが必要。
・住居は質素なアパートメントになる予定
・任地での生活使用言語は英語もしくは現地語(ゾンカ、シャショップ)。ゾンカ語は、現地訓練期間に語学研修を行う
予定。

【類似職種】
・小学校教育
※活動内容が類似している要請が含まれる職種を表示しています。職種に拘らず要請内容でもご検討ください。
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